
2023年2月4日実施
【物理（解答）】 

１　A 

 ⑴ 

 A!B　仕事：0   内部エネルギー：  熱量：  

 B!C　仕事：  内部エネルギー：  熱量：  

 C!D　仕事：0   内部エネルギー：  熱量：  

 D!A　仕事：  内部エネルギー：  熱量：  

 ⑵　加えられる熱量　：  

 　　放出される熱量　：  

 ⑶　  

 ⑷　  

　B　フェルト素材が水を含むと，蒸発によって上側の球内の温度は下がる。それにより，ジクロ
ロメタンが液化するとともに，上側の球内の圧力が下がる。起き上がった状態において，上
側と下側の球内の圧力差によりガラス管内の液面が上昇して上側に達すると，水飲み鳥は前
に倒れて水を吸う。このとき，ガラス管を通して上側と下側の気体が混合し圧力差がなくな
るため，ガラス管内の液体はすべて下側に流れ落ち，水飲み鳥は起き上がる。（199字） 

２ ⑴　  g ⑵　    ⑶　 （g ） 

３ ⑴　3.3 MeV  ⑵　  もしくは    ⑶　  MeV 

 ⑷　3.0MeV  ⑸　  

４ ⑴　   ⑵　   ⑶　   ⑷　  

 ⑸　  ⑹　 　もしくは　   ⑺　  

 ⑻　  
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１ 

⑴　仕事は p-Vグラフの面積，内部エネルギー変化量は ，熱量は，熱力学第一法則から 

⑵　Qin Q Q 　に⑴の結果を代入する 

　　Qout Q Q 　に⑴の結果を代入する 

⑶　  に⑵のQin と，  はグラフの面積から代入する 

⑷　⑶の熱効率の 

   　，  

　とおくと 

    ! 　（ ! ，Y! ） 

２ 

⑴　A，B それぞれに運動方程式を立式して連立する。 

⑵　ABを繋ぐ糸の張力を  とすると⑴の運動方程式より  を算出。 

　ばねばかりの値は 

     

　から求める。 

⑶　見かけの重力加速度が  となるので，⑴の  を  で置き換える。 
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メルマガ登録 LINE 登録

メルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧

３ 

⑴　質量欠損が 

    u 

          kg 

　  より 

    J 

   　  MeV 

⑵　運動量保存則より。 

⑶　⑵より，反応後のそれぞれの運動エネルギーは，質量の逆比になる。 

　反応前の運動エネルギーと反応熱の和を質量の逆比に分配する。 

⑷　⑶と同様。 

⑸　エネルギー保存則より 

  

４ 

⑴　  

⑵　⑴の力を用いて運動方程式より。 

⑶　  ，  に，⑵の加速度  を代入して  を消去する。 

⑷　⑶に  を代入する。（この値を  とする） 

⑸　  が，  よりも小さければよい 

⑹　仕事とエネルギーの関係 

  

　に，  を代入する。 

⑺　直進するので，力のつり合いを考えて 

   

⑻　エネルギー保存則より 

   

   

　これと，⑺の値が等しいとする。 

Δm = (2.0136 + 2.0136) − (3.0150 + 1.0087) = 0.0035
= 0.0035 × 1.7 × 10−27

E = mc2

E = 0.0035 × 1.7 × 10−27 × (3.0 × 108)2 = 5.355 × 10−11

= 5.355 × 10−13

1.6 × 10−13 ≒ 3.3

K0 + K0 = k0
e2

2r0

F = eE = E
V1
d

x1 = v0t y1 = 1
2

at2 a t

x1 = l Y1

Y1
d
2

1
2

mv2
0 + e

V1
d

Y1 = 1
2

mv2
1

Y1

e
V2
d

= ev0B1

1
2

mv2
0 = eV0

∴ v0 =
2eV0

m


